
調査の概要

　上竹野遺跡は、大蔵村清水字上竹野に所在する。最

上川に合流する銅山川左岸の段丘上に立地し、標高は

約 70 ｍを測る。当遺跡は、昭和 29 年に山形大学を中

心とした発掘調査が行われており、縄文時代終末から弥

生時代を中心とする遺跡として知られている。周辺の遺

跡では、南東へ約 100 ｍの位置に平成 28 年に新規登

録された縄文中期末を中心とする上竹野２遺跡、北東約

750 ｍの位置に縄文中期の白須賀遺跡が位置する。

　当遺跡は、平成 27年に第１次調査を実施し、今年度

は第 2次調査である。昨年から継続して調査を行う１・

２・４区と、国道 458 号線の東側が新たに遺跡範囲に

含まれることとなったため、５区を設定した（図１）。

遺構と遺物

　縄文時代と弥生時代の遺構が確認されたが、ほとんど

は弥生時代である。主な遺構であるが、弥生時代を中心
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　遺跡位置図（1：50,000）
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　写真１　調査区全景（北から）
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とする竪穴住居跡６棟、捨て場１ヵ所、土器埋設遺構、

土坑、集石遺構、柱穴などが確認された（図２参照）。

　２・４区では、住居跡が集中して検出された（写真

２）。1次調査で確認されていた ST202 竪穴住居跡は、

床面とその下の精査を行った。直径約９ｍ、５条の周

溝や 2ヵ所の炉跡、柱穴が確認された（写真３）。４回

以上にわたる拡張や建て替えが推定される。北東すぐ

には ST801 竪穴住居跡が確認された。直径は約７～８

ｍ、主柱穴は４本、中央に地床炉を備える。その西隣に

ST808 竪穴住居跡が確認された（写真４）。残り 2分の

１は事業区外となる。南側は岩盤を掘り込んで構築し

ており、地床炉や周溝、柱穴が確認された。直径は約 6

ｍである。その他、部分的な検出の住居跡２棟が確認さ

れた。

　1区北側に広がる SF136 捨て場からは弥生時代と縄

文時代後期前葉の遺物が出土した。捨て場の下からは、

円礫を楕円状に配置した SX315 集石遺構、ST193 竪穴

住居跡、土坑、柱穴などが確認された。ST193 は、直

径約 6mほどで中央に石囲炉を備える。弥生時代に帰属

するものと思われる。

　1区の南側には、土坑と柱穴群が分布する。弥生時代

のフラスコ状土坑も確認されている（写真６）。柱穴群

は配列に規則性はないものと思われる。

　5区は、調査区中央の東壁沿いに土坑群が検出され、

北端の段丘縁辺近くには弥生時代の再葬墓と考えられる

土器埋設遺構群や墓壙群が分布する（写真７）。埋設土

器は９ヵ所の合計 11基が確認された。SK513 では壺を

２個体並べて埋設する（写真８）。SK514 では大型の壺

に鉢をかぶせた合
あわせぐち

口土器棺が２ヵ所埋設されていた（写

真９）。楕円形の土壙墓と思われる SK516 は、埋設土器

の他に、底面にベンガラと思われる赤色顔料の散布が認

められた。SK523 は副葬品としてヒスイ製の管玉が出

土した。

　出土した遺物であるが、弥生土器と石器が中心である。

赤彩された土器が比較的多く認められた。土偶が２点出

土し、刺突を体部全体に施す刺突文土偶や（写真 10）、

石剣などの祭祀用の遺物も出土している。

まとめ　

　調査の結果、弥生時代前期から中期初め頃を中心とす

る当遺跡において、住居跡が集中する居住域、埋設土器

や土坑で構成される墓域、捨て場、土坑や柱穴が集中す

る区域など、弥生時代の集落の構成がより明らかとなる

事例となった。また、合口土器棺を用いた弥生時代前期

を主とする再葬墓群が確認されたことは注目される。

　写真２　２・４区の弥生時代竪穴住居跡群（北西から）
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　図１　調査区概要図

　図２　遺構配置図
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　写真３　ST202 竪穴住居跡完掘状況（北西から）

　写真５　ST808 竪穴住居跡弥生土器出土状況

　写真８　5区 SK513 土器埋設遺構（南から）

　写真４　ST808 竪穴住居跡完掘状況（北東から）

　写真６　SK302 土坑土器出土状況（西から）

　写真 10　1区 SK310 土偶出土状況

　写真７　5区の埋設土器群（南から）

　写真９　5区 SK514 土器埋設遺構（北から）
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